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研究成果の概要（和文）：本研究は、日常における環境配慮行動により生じるささやかな心的変化（「ささやか
な充足感」）が、その繰り返しによって、行動の長期的変容と主観的幸福感を促す関係性（ポジティブフィード
バック）を縦断的に探ることを目的とした。まず「ささやかな充足感」尺度を開発し、その妥当性を確認した。
また、３時点に渡る縦断質問紙調査データを用いて、環境配慮行動から「ささやかな充足感」、さらに翌時点の
行動から充足感の経路を想定したパス解析を行なった結果、行動と充足感のポジティブな連鎖仮説を支持する結
果が得られた。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to explore as a longitudinal study positive spiral 
relationships between pro-environmental behaviors and subtle psychological changes which are 
incurred by the behaviors (i.e., micro satisfaction).  The micro satisfaction scale was first 
developed and validated. Path analysis using three time-point longitudinal data revealed 
pro-environmental behavior enhances micro satisfaction at one time point and further facilitates the
 positive behavior-satisfaction relationships. These findings support the hypothesis of this 
research that there are positive spirals between pro-environmental behaviors and micro satisfaction,
 which lead to long-term behavioral changes and increased subjective well-being. 

研究分野：環境心理学、環境配慮行動論
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１．研究開始当初の背景 
環境は人間活動を支える基盤でありなが
ら、経済成長の陰で常に軽視されがちな問題
であった。しかし、2013 年 9月に公表された
気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 5
次報告書第１作業部会報告書は、温室効果ガ
スによる温暖化が人間の営みに深刻な影響
を与える可能性をこれまで以上に強く示唆
している。「環境の世紀」に生きる私たちは、
環境と経済活動を両立させ、かつ幸福に生き
るための方策を探索する必要に迫られてい
る。 
「環境配慮行動」とは、日常生活における
消費や移動において、環境負荷のより少ない
選択肢を選んで行動することである（例：照
明やエアコンをこまめに消す、車利用を減ら
す）。環境配慮行動は、様々な社会経済的要
因により促進されることが知られている。一
方で、主観的幸福感尺度を用いた研究では、
環境配慮行動と幸福感は正の相関関係にあ
り、環境配慮行動の促進には、個人の心的状
態がもたらすフィードバックが大切な要因
であることが知られている。このことは、日
常のささいな環境配慮行動を通して得られ
るポジティブな心的状態（例：「ささやかな
充足感」）が次の環境配慮行動を促進し、さ
らに主観的幸福感の向上に結びつく連鎖、す
なわち「ポジティブフィードバック」の存在
を強く示唆している。しかし、この点に着目
した研究はほとんどなされていない。 
本研究では、日常のささいな環境配慮行動
によるささやかな心的変化（充足感）が、そ
の繰り返しによって、行動の長期的変容と主
観的幸福感に与える影響を縦断的に探る。ま
た、環境と経済活動の関係性を、主観的幸福
感という切り口から再考する。 
 
２．研究の目的 
本研究では、環境配慮行動を促すための新
たな概念「ボジティブフィードバック」を導
き出すために、以下の研究を実施する。 

 
(1) 環境配慮行動における「ささやかな充足
感」尺度を開発する。 
 
(2) 環境配慮行動と「ささやかな充足感」の
間に相互の働きを長期的に促進させる
効果（ポジティブフィードバック）があ
ることを、縦断的質問紙調査により検証
する。 
 
(3) 「ささやかな充足感」の蓄積が主観的幸
福感を向上させ、長期的な行動変容に結
びつくとする新しい環境配慮行動モデ
ルを提案する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、環境配慮行動がもたらす「さ
さやかな充足感」が、長期的な環境配慮行動
と主観的幸福感に及ぼすポジティブフィー

ドバック仮説を、以下の方法により検証する。 
 
(1) 環境配慮行動によって生じる「ささやか
な充足感」を定量化するための質問紙尺
度を開発する。 
 
(2) 「ささやかな充足感」尺度を用いて質問
紙調査を実施し、充足感と環境配慮行動
の間に相関関係があることを確かめる。 
 
(3) 「ささやかな充足感」の蓄積が環境配慮
行動の長期的変容と主観的幸福感にもた
らす影響（ポジティブフィードバック）
を、追跡的（縦断的）質問紙調査により
確かめ、環境配慮行動の「ポジティブフ
ィードバック仮説」を立証する。新しい
環境配慮行動モデルを提案する。 
 
上記項目検証のためのデータは、郵送配布
回収による質問紙調査（2014年11月実施, つ
くば市在住成人男女, 無作為抽出, n = 265）
およびインターネット調査会社を通じたオ
ンライン回答式質問紙調査（成人男女）によ
り取得した。後者は、行動と心理的要因の変
化および相乗効果（ポジティブ連鎖）を検証
するため、3 時点の縦断調査として実施した
（2015 年 12 月, 2016 年 9, 12 月, n = 770）。 
本研究で対象とした環境配慮行動は、節水、
節電、車利用、自然保全活動参加、冷暖房温
度設定、エコ商品購入、家庭内でのごみ分別、
家庭外でのごみ分別、の 8項目である。 
 
４．研究成果 
(1)「ささやかな充足感」尺度 
「ささやかな充足感」を構成する要素とし
て 11 項目を想定した。尺度の試作・検討を
経て、予備調査により文言の理解度等を確認
した。つくば市質問紙調査により取得した左
記データを用いた因子分析の結果、合計 7項
目により構成される「充実」因子（達成感を
感じる、役に立っている、役割を果たしてい
る）と「可能性」因子（楽しい、心が安らぐ、
社会の可能性が広がる、自分の可能性が広が
る）が抽出された（図 1, 表 1）。 
 

 
図 1. 環境配慮行動により生じる「ささやか
な充足感」 
n = 265. Kaida & Kaida, 2015, IPPA. 
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表 1. 「ささやかな充足感」因子分析結果 

 
n = 265. Kaida & Kaida, 2015, IPPA. 
 
 
(2)充足感と環境配慮行動の関係性 
つくば市質問紙調査データを用いた「ささ
やかな充足感」因子と関連項目の相関分析の
結果、環境配慮行動（照明をこまめに消す、
節水する、車の利用を控える、自然保全活動
に参加する）、利他的価値観、環境観（NEP）、
主観的幸福感と正の関係性にあることが認
められた（表 2）。同様の結果は、縦断調査第
一次調査データを用いた追試でも確認され
た。 
また、環境配慮行動の実践が充足感を生み、
主観的幸福感の向上に寄与することを、パス
解析により確認した。 
 
 
表 2. 充足感因子と関連項目の相関係数 

 
n = 265. 有意水準 p < 0.1*, 0.05**, 0.01***. 
Kaida & Kaida, 2015, IPPA. 
 
 
(3)充足感と環境配慮行動のポジティブ連鎖 
「ささやかな充足感」、環境配慮行動の縦
断調査データを用いて、環境配慮行動ごと、
行動頻度が向上した群と低下した群にデー
タを分割して、充足感の変化を t検定により
検証した結果、行動向上群は低下群と比べて
充足感が有意に向上したことが認められた。 

また、環境配慮行動から「ささやかな充足
感」、さらに翌時点の環境配慮行動から「さ
さやかな充足感」までの経路を想定したパス
解析を行なった結果、行動と充足感のポジテ
ィブな連鎖仮説を支持する結果が得られた。
このことは、環境配慮行動をより頻繁に実践
することにより、より強い充足感を感じ、そ
の関係性が将来の行動と充足感の向上を促
すことを示唆している。環境配慮行動に日常
的に繰り返し従事する習慣を通じて、環境負
荷軽減と心の豊かさの増大を生み出すとい
う環境と人間活動のwin-winの関係性が成立
することが考えられる。 
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